
 

 

産業建設常任委員会審査日程 

日 時  平成２９年８月３０日（水）  

午前９時～ 

場 所  第２委員会室 

審査内容    

１ 議案第６５号 平成２８年度山陽小野田市水道事業決算認定について（水

道局） 

 

２ 議案第７７号 平成２８年度山陽小野田市水道事業会計未処分利益剰余金

の処分について（水道局） 

 

３ 議案第６６号 平成２８年度山陽小野田市工業用水道事業決算認定につい

て（水道局） 

 

４ 議案第７８号 平成２８年度山陽小野田市工業用水道事業会計未処分利益

剰余金の処分について（水道局） 

 

５ 議案第７２号 山陽小野田市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制

定について（水道局） 

 

６ 議案第６１号 平成２８年度山陽小野田市下水道事業特別会計歳入歳出決

算認定について（下水道課） 

 

７ 議案第６２号 平成２８年度山陽小野田市農業集落排水事業特別会計歳入

歳出決算認定について（下水道課） 

 

８ 議案第５６号 平成２８年度山陽小野田市駐車場事業特別会計歳入歳出決

算認定について（都市計画課） 

 

９ 議案第６０号 平成２８年度山陽小野田市地方卸売市場事業特別会計歳入

歳出決算認定について（農林水産課） 

 

１０ 陳情・要望について 

 

１１ 閉会中の継続調査事項について 
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宇部市・山陽小野田市水道事業広域化検討状況（報告） 

 

平成 29 年（2017 年）8 月 30 日現在 

 

 

１ 検討体制 
 

・両市の公営企業職員により検討委員会、幹事会及び専門部会を設置 

・専門部会は、基本計画作成専門部会、技術系専門部会、事務系専門部会の

３つを設置 

・検討委員会、幹事会及び基本計画作成専門部会 … H27(2015)5.1 設置 

・技術系専門部会及び事務系専門部会 … H27(2015)8.17 設置 

 

 

２ 開催状況 

 ※注 いずれかの事業体で単独に開催された協議は、これを含まない。 
 

・検討委員会 H27 年度 第 1 回：H27.6.3  第 2 回：H28.2.15 

H28 年度 第 3 回：H28.5.18  第 4 回：H28.8.26 

H29 年度 第 5 回：H29.8.17 
 

・幹事会   H27 年度 7 回開催 

H28 年度 9 回開催 

H29 年度 4 回開催 
 

・専門部会  H27 年度 基本計画 11 回開催 技術 7 回開催 事務 9 回開催 

（コンサルタント協議 13 回） 

H28 年度 基本計画 1 回開催  技術 3 回開催 事務 1 回開催 

合同 1 回開催 

H29 年度 合同 1 回開催  技術 2 回開催 事務 1 回開催 
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３ 決定事項 
 

・水道広域化の形態は、経営の一体化による一部事務組合方式とする。 

 ・経営の一体化の後、事業統合に向けて引き続き協議する。 

 ・一部事務組合を設置する前に、両市による一部連携も可能なら開始する。 

（来年 4 月から一部事務事業※注の広域連携を開始することで詳細協議中） 

 ※注 ①浄水場薬品の共同購入 

②水質検査業務の共同実施 

③修理用資材の共有・融通 

 ・一部事務組合で所管できない以下の事業については、市長部局に移管する

方向で調整する。 

山陽小野田市：工業用水道事業 

宇部市：下水道事業 

 

４ 主な検討課題 
 

 ・厚東川を水源とする以下の現浄水場の再編計画 

山陽小野田市：高天原浄水場 

宇部市：広瀬浄水場、中山浄水場 

 ・山口県水道整備基本構想の見直し 

策定 ： 昭和 60 年度（1985 年度）に山口県が策定 

趣旨 ： 水資源の不足、水源水質の劣化、料金格差等の問題が生じて

いることから、貴重な水資源の有効活用、県民等しく均衡のと

れた負担のもとに同質の水道サービスを提供することを究極の

目標とし、未給水区域の解消、料金格差の是正及び水道事業経

営の健全化を図るため、計画的かつ広域的に水道施設を整備す

る基本的な方向を明らかにし今後の水道行政の指針とする 

圏域 ： 宇部市、小野田市、美祢市、楠町、山陽町、美東町、秋芳町 

（3 市 4 町） 

⇒ 現：宇部市、山陽小野田市、美祢市 

目標年度 ： 昭和 80 年度（=平成 17 年度（2005 年度）） 
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宇部市・山陽小野田市水道事業広域化に係る両市長会談（報告） 

 

 

日 時 ： 平成 29 年（2017 年）8 月 18 日（金）10 時～10 時 35 分 

場 所 ： 宇部市役所 市長応接室 

 

出席者 ： 

 

 

 

 

 

 

 

目 的 ： 平成 27 年（2015 年）2 月 26 日、久保田宇部市長と白井山陽小野田市長の会談に

より、両市の水道事業広域化について検討・推進することとなり、同年 6 月に両

市の公営企業管理者を責任者とした検討委員会を設置し協議を続けている。本年

4 月に山陽小野田市は藤田新市長となり、宇部市では 7 月に久保田市長が３期目

に入ったことから、改めて、両市長の会談により水道事業広域化の方向性を確認

することとした。 

 

結 果 ： 両市とも人口・有収水量が減少していく中、安全な水道水を供給し続けるために

両市が協力することで意見が一致し、引き続き、水道広域化を検討していくこと

が確認された。 

 

意 見 ： 

〔山陽小野田市長〕 

・ 方向性としては間違いないと思っているので、これまで両市長が話をされたことを踏襲す

ることには異論はない。むしろ加速度的に進めていく課題でもある。 

・ 広域の事業化にはいろいろなプラス要素がある。消防の広域化では大きな成果があったが、

水道事業の広域化では”企業の合併”という要素が入ってくる。総論はよくても各論に入

ってくると、企業合併が破綻ということが往往にして起こる。それほど難しいということ

も認識している。課題解決に重要なのは、お互いの情報を全て開示するということ。良い

所も悪い所も包み隠さず出し合い、それらの情報を基に良い形を作っていけたらと考えて

いる。これを大切にしたい。 

 

〔宇部市長〕 

・ 水道事業＝水の提供をどうしていくか、安全な水道水をどうやって供給するか、誰のため

に何のために、という観点で取り組む必要がある。 

・ 市民は水道料金に敏感。市民のために重要な改革をやっていくということを明確にしない

と進まない。 

・ 情報を公表していくことが、市民の理解を得るためのカギになる。市広報やホームページ

などで両市が積極的に公開していく必要がある。 

 

〔宇部市〕  〔山陽小野田市〕 

市長 久保田后子  市長 藤田剛二 

副市長 末次宣正  副市長 古川博三 

管理者 和田誠一郎  管理者 岩佐謙三 

副局長 田原宏  次長 原田健治 

次長 溝部貢平    
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写真 
（平成 29 年 8 月 18 日（金） 宇部市役所市長応接室） 

 

 

 

 

 

久保田市長 

末次副市長 

和田管理者 

田原副局長 

藤田市長 

古川副市長 

岩佐管理者 





















































 

 

 

閉会中の継続調査事項について 
 

 

 

委員会名 調 査 事 項 調査期間 

産業建設 

常任委員会 

・道路行政に関すること 

・商業の振興に関すること 

（１）厚狭駅前・セメント町地区の活性化について 

（２）地元企業、商店の活用、空き店舗対策について      

（３）小野田駅前地区の整備促進について 

（４）プレミアム付商品券及び地域通貨について 

・公共交通に関すること 

（１） デマンド交通システムについて 

（２） ＪＲ美祢線・小野田線、並びに新幹線厚狭駅の

利用促進について 

（３） 駐車場事業について 

（４） 地域公共交通計画について 

・コンパクトシティ事業に関すること 

・観光行政に関すること 

（１） 交流、観光施設を利用したまちづくりについて 

（２） 観光資源の有効利用について 

・企業誘致に関すること 

・中小企業振興に関すること 

・農林水産に関すること 

（１）地方卸売市場について 

・水道事業に関すること 

・下水道事業に関すること 

（１）下水道認可区域について 

平成２９年１０

月９日まで継続

して閉会中調査

する     

 

  

  


